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はじめに 

 

人類の電磁波開拓の幕開けは、19 世紀末期から 20 世紀初頭にさかのぼるが、その後、電

磁波は、情報通信、センシング、計測、エネルギー、医療など、様々な分野で私たちの生

活を豊かにしてきた。特に今、私たちのごく身近な存在になったFTTH(Fiber To The Home)

と Cellular Phone は、この四半世紀にブレークした｢光｣ファイバー通信技術と｢マイクロ

波｣無線通信技術が支えている。これら光波とマイクロ波の境界に位置する電磁波領域

（100GHz から 10THz の周波数領域）は、｢テラヘルツ電磁波（あるいはテラヘルツ波）｣

と呼ばれ、21 世紀に残された最後の未開拓電磁波として注目されている。 

｢テラヘルツ技術｣とは、文字通り、テラヘルツ波の発生・検出とその利用に関する技術

であるが、ここ数年、国内外で研究開発が活況を帯びている。国内においては、平成 16 年

度に総務省の委託により、（財）テレコム先端技術研究支援センター（SCAT）のもと、テ

ラヘルツテクノロジー動向調査委員会が設置され、当時の研究状況と将来展望がまとめら

れた。その後も、テラヘルツ技術の進展は著しく、世界中でひとつの研究ブームを迎えて

いると言っても過言ではない。 

本動向調査委員会は、上記の委員会から 4 年が経過した今日、もう一度、テラヘルツ技

術の現状を整理するとともに、いち早く産業利用に結び付けるにはどのような課題が残っ

ているか、それに向けてどうのような技術開発に注力していくべきかのロードマップを作

成することを主たる目的として、情報通信研究機構（NICT）の委託のもと設置されたもの

である。本委員会では、産業化において核となる、センサー、情報通信、標準の３つの部

会を設置し、総勢 19 名の委員の皆様にご参加いだだき、3 ヶ月間にわたり議論を重ねた。

さらにアンケート調査を利用することで、50 名を超える専門家の方々のご意見を集約し、

より綿密な調査報告となるよう努めた。本調査報告書が、今後、テラヘルツ技術の産業化

を加速し、国内における新産業の発展のための一助となることを願っている。 

最後に、委員会にご出席いただき貴重なアドバイスを頂戴した、総務省 情報通信国際戦

略局技術政策課 研究推進室の皆様、アンケート調査にご協力いただいた皆様、そして、本

調査活動に精力的に取り組んでいただいた委員の皆様、SCAT の皆様、NICT 関係各位に心

から感謝の意を表したい。 
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